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原子力機構における研究 
Japan Atomic Energy Agency 

研究6部門体制 

福島研究開発部門 

安全研究・防災支援部門 

 安全研究センター 

 原子力緊急時支援・研修センター 

核融合研究開発部門 

原子力科学研究部門 

 先端基礎研究センター 

 原子力基礎工学研究センター 

 量子ビーム応用研究センター 

 高温ガス炉水素・熱利用研究センター 

 （J-PARCセンター） 
バックエンド研究開発部門 

高速炉研究開発部門 

 次世代高速炉サイクル研究開発センター 

 （もんじゅ） 

* 青字： 2016.4新法人へ移管・統合 
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原子力機構における研究 
Japan Atomic Energy Agency 

原子力基礎工学研究センター 

重点化：福島基盤技術 

重点化：ＢＥ基盤技術 
重点化：軽水炉安全性能
高度化に係る基盤技術 

研究基盤を 

支える連携 産官連携 

連携 
機構内：原科研、量子、 
     先端基礎、計算科学、 
      J-PARC等 
機構外：大学、国立研、等 

基盤連携センター 
産業界との共同受託研究の 
推進（新日鉄、他） 

連携 
機構内： 安全研究・防災 

支援部門 
機構外：エネ庁、規制庁、

電力・メーカー、
JNFL 

連携 
機構内： 福島研究開発部門 
      廃炉国際共同研究センター 
機構外： IRID、環境省、事業者等 

連携 
機構内：BE研究開発部門 

J-PARC、 
高速炉部門等 

機構外：日本原電、日本原燃、  
     電力会社 

原子力利用のための基盤の維持・強化 

新たな原子力利用技術の創出 

核・炉工学、燃料・材料工学、 

原子力化学、環境・放射科学 

原子力科学研究所と連携して 
中央研究所的役割を果たす 

分離変換技術開発 
ディビジョンを中心に対応 

基盤連携センターを中心に
外部資金を活用 

 研究／技術水準の向上 
 人材の空洞化回避 

ＤＢ、コード、新技術、人材 軽水炉基盤技術開発 
ディビジョンを中心に対応 

基盤技術（コード・データ
等）提供支援による連携 


